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トライアルにおける字幕付きＣＭ素材搬入ガイドライン

日本民間放送連盟・営業委員会

民放連・営業委員会は、テレビ各社で実施したトライアル事例から得た検討課題を情報共有した上で、ＣＭ素材の搬入に関する共通ルールを作成することを目的に、検討を進めている。

トライアルに取り組むにあたり、必要最小限の事項をまとめた「字幕付きＣＭのトライアルに関する留意事項」を、平成22(2010)年に作成した。

今後、テレビ各社で、字幕付きＣＭのトライアルをさらに進めていくにあたり、「留意事項」にＣＭ素材の搬入に関する部分を追加し、ガイドラインとした。

〔ガイドライン作成の前提〕
地上デジタル放送では、テレビ受信機向けの12セグ放送と携帯受信機向けのワンセグ放送が行われている。12セグ放送については、各社の設備に大きな設計上の違いはないが、ワンセグ放送の字幕設備には２つの方式がある。
1 12セグ放送の字幕（ＨＤ字幕/ＳＤ字幕）データから変換し、ワンセグ放送で使用する。（素材にワンセグ放送用の字幕（携帯字幕）データがある場合でも、12セグ放送の字幕から変換する）
2 素材にワンセグ放送用の字幕（携帯字幕）データがある場合は、そのままワンセグ放送で使用する。ただし、素材に携帯字幕がない場合は、12セグ放送の字幕（ＨＤ字幕/ＳＤ字幕）データから変換し、ワンセグ放送で使用する。
上記の状況を踏まえ、テレビ各社で共通に運用できるＣＭ素材が搬入されることを目途に、ガイドラインを作成した。

字幕付きＣＭ素材の搬入について

１．字幕付きＣＭ

字幕付きＣＭとは、当該ＣＭの音声その他音響を聴覚障害者に説明するための文字または図形（字幕）を重畳したＣＭを指す。

字幕付きＣＭで使用する字幕は、放送法の趣旨を踏まえ、聴覚障害者にとって理解しやすい、文字または図形とする。

⇒　日本広告業協会「字幕制作における進行要領」参照

【補足】

放送法第四条（国内放送等の放送番組の編集等）第２項において、次のとおり規定されている。

「放送事業者は、テレビジョン放送による国内放送等の放送番組の編集に当たつては、静止し、又は移動する事物の瞬間的影像を視覚障害者に対して説明するための音声その他の音響を聴くことができる放送番組及び音声その他の音響を聴覚障害者に対して説明するための文字又は図形を見ることができる放送番組をできる限り多く設けるようにしなければならない。」

２．搬入媒体

搬入媒体については、「テレビＣＭ素材搬入基準」【2011年５月改訂版】で規定される「ＨＤＴＶカセットテープ」および「ファイルベースメディア」のうち、当該テレビ社が指定する。

３．ＣＭ素材名

字幕を重畳した場合は、「ＣＭ素材名」に「字幕付きＣＭ」である旨を明示する。その場合、ＣＭ素材名の冒頭に記載することを原則とする。また、ケース用カードの特記事項欄にも、「字幕付きＣＭ」である旨を明示することが望ましい。

４．ＣＭ素材の搬入

字幕付きＣＭ素材の搬入は、事前に当該テレビ社と調整のうえ、余裕をもって行う。

また、ＣＭ素材の搬入に先立ち、▽字幕付き映像資料(絵コンテまたは動画データ)、▽音声原稿、▽字幕原稿――を当該テレビ社に提出する。

５．字幕データの重畳

(1) 字幕フォーマット

「ＨＤＴＶカセットテープ」に字幕を重畳する場合の字幕フォーマットは、ARIB STD-B37「補助データパケット形式で伝送されるデジタル字幕データの構造と運用」で規定される字幕補助データパケット形式とする。

「ファイルベースメディア」に字幕を重畳する場合のフォーマットは、ARIB TR-B31「ファイルベースによる番組交換方式」で規定されるMXF ANC字幕フォーマット準拠とする。

(2) 字幕パケットの重畳位置

字幕補助データパケットは、ARIB TR-B23「放送局間の情報伝送に使用する補助データ運用規定」で規定される字幕補助データ１、字幕補助データ２、字幕補助データ３領域に重畳する。

字幕補助データ１には「ＨＤ字幕」、字幕補助データ２には「ＳＤ字幕」、字幕補助データ３には「携帯字幕」を必ず重畳する。

なお、字幕運用を行わない場合、字幕補助データ１、字幕補助データ２、字幕補助データ３領域については、何も重畳しない。

(3) 字幕パケットの挿入ルール

ロール長すべてに、「字幕データ」が途切れずに重畳されていること。

(4) 字幕重畳のタイミング

ロール開始後１秒間は、字幕本文データの重畳を行わない。

ロール終了の１秒前までに、字幕本文データを確実に消去する。その後は字幕本文データの重畳を行わない。

ロール終了１秒前までに字幕本文データが消去されていない場合、ロール終了の１秒前からロール終了までの間、放送局設備により画面消去が行われることがある。
(5) 字幕ページ間隔

字幕ページが提示され、次の字幕のページが提示されるまでの間隔は、２秒以上とする。

６．字幕表現に関する技術的な留意事項

字幕表現に関する規格上の機能を「別表」として整理した。ＨＤ字幕により字幕制作を行い、ＳＤ字幕、携帯字幕に変換することを前提とした場合、設備・受信機上の制限などを踏まえ、以下の点に留意する。

(1) フォントサイズ

同一行では、異なるフォントサイズを用いてはならない。

同一ページにおいて異なるフォントサイズを用いる場合は、画面の上から下に向けて、大から小になるように指定する。

(2) 文字サイズ

字幕で使用できる文字サイズは、標準、中型、小型とする。小型は、ルビとしてのみ使用する。

(3) 外字（ＤＲＣＳ）

同一の字幕ページで同時に使用する外字（ＤＲＣＳ）の最大数は、５種類とする。

(4) 動作位置

ＡＰＳ(文字/行単位での指定)とＡＣＰＳ(ドット単位での指定）が、同一ページ内で混在してはならない。同一行内では、動作位置の指定はルビの場合を除き１回のみ行う。

(5) 会話文などの配置

複数名での会話を字幕で表示する場合、会話文を同一ページに配置すると、携帯字幕に変換した際に、制作意図と異なる順番に表示される可能性がある。したがって、以下の点に留意する。

1 同一ページの字幕を左右に分けて配置してはならない。

2 同一ページの字幕を上下に分けて配置する際に、行と行の間に隙間を空ける場合は、１行の半分以上の隙間を空ける。

(6) 縦書き

当面、「縦書き」の運用は行わない。

(7) ロールアップ

当面、「ロールアップ」の運用は行わない。

(8) 字幕言語

字幕言語は「日本語」とする。第二言語は、適用範囲外とする。

７．10桁ＣＭコード

映像・音声が同一のＣＭ素材であっても、字幕データを重畳した素材と、重畳していない素材が存在する場合は、それぞれ異なる10桁ＣＭコードを付番する。

さらに、字幕データを重畳した素材のうち、▽字幕補助データ領域に格納する字幕データが異なる組み合わせの場合、▽字幕テキストデータの内容・表現が異なる場合――についても、それぞれ異なる10桁ＣＭコードを付番する。

８．ファイルベースメディアにおけるＣＭ素材交換メタデータ

ファイルベースメディアで、字幕付きＣＭを搬入する場合、「ＣＭ素材交換メタデータ」の「16 ＣＭ字幕有無」には、要素「有り」、属性「1」とセットする。

《参考》

字幕付きＣＭに関し、参照すべき標準規格等の関連文書は次のとおりとする。

(1) ARIB STD-B24「デジタル放送におけるデータ放送符号化方式と伝送方式」 第一分冊 第３部 第１章～第８章

(2) ARIB STD-B36「デジタルテレビジョン放送におけるデジタル字幕ファイル交換フォーマット」

(3) ARIB STD-B37「補助データパケット形式で伝送されるデジタル字幕データの構造と運用」

(4) ARIB TR-B14「地上デジタルテレビジョン放送運用規定」 第一分冊(2/2)第三篇【第２部】Ａプロファイルに関する運用規定第４章

(5) ARIB TR-B14「地上デジタルテレビジョン放送運用規定」 第一分冊(2/2)第三篇【第４部】Ｃプロファイルに関する運用規定第６章

(6) ARIB TR-B23「放送局間の情報伝送に使用する補助データ運用規定」

(7) ARIB TR-B31「ファイルベースによる番組交換方式」 第５章

(8) 民放連技術規準T021「文字放送の８インチフロッピィディスクによる番組交換」

(9) 民放連技術規準T027「文字放送の3.5インチフロッピィディスクによる番組交換」

(10) 民放連技術規準T029「ＨＤＴＶカセットテープによる番組交換」

(11) 民放連技術規準T031「ファイルによるテレビ番組交換暫定規準」
以　上
	平成26(2014)年11月17日承認

平成27(2015)年４月１日適用

字幕付きＣＭ素材搬入暫定基準について
日本民間放送連盟・営業委員会
日本広告業協会・テレビ小委員会

民放連・営業委員会は、テレビ各社で実施したトライアル事例から得た検討課題を情報共有した上で、ＣＭ素材の搬入に関する共通ルールを作成することを目的に、検討を進めてきました。

平成27(2015)年春改編時から在京テレビ５社を中心に新たな取り組みを開始するにあたり、日本広告業協会・テレビ小委員会の協力を得て、「字幕付きＣＭ素材搬入暫定基準」を策定しました。同暫定基準は平成27(2015)年４月以降、在京テレビ５社の１社提供枠で放送される字幕付きＣＭから適用を開始し、必要に応じて適用範囲を拡大する予定です。

また、テレビ各社で取り組むトライアルについても同暫定基準を準用することが望ましいものの、テレビ各社のコンディションが異なることなどから、当面は広告会社・テレビ社間で話し合いのうえ、当事者間でＣＭ素材の搬入方法などを定めることとします。

〔暫定基準策定の前提〕
地上デジタル放送では、テレビ受信機向けの12セグ放送と携帯受信機向けのワンセグ放送が行われています。12セグ放送については、各社の設備に大きな設計上の違いはないものの、ワンセグ放送の字幕設備には２つの方式があります。
1 12セグ放送の字幕（ＨＤ字幕/ＳＤ字幕）データから変換し、ワンセグ放送で使用する。（素材にワンセグ放送用の字幕（携帯字幕）データがある場合でも、12セグ放送の字幕から変換する）
2 素材にワンセグ放送用の字幕（携帯字幕）データがある場合は、そのままワンセグ放送で使用する。ただし、素材に携帯字幕がない場合は、12セグ放送の字幕（ＨＤ字幕/ＳＤ字幕）データから変換し、ワンセグ放送で使用する。
上記の状況を踏まえ、テレビ各社で共通に運用できるＣＭ素材が搬入されることを目途に、暫定基準を策定しました。

字幕付きＣＭ素材搬入暫定基準

１．字幕付きＣＭ

字幕付きＣＭとは、当該ＣＭの音声その他音響を聴覚障害者に説明するための文字または図形（字幕）を重畳したＣＭを指す。

字幕付きＣＭで使用する字幕は、放送法の趣旨を踏まえ、聴覚障害者にとって理解しやすい、文字または図形とする。

⇒　日本広告業協会「字幕制作における進行要領」参照

【補足】

放送法第四条（国内放送等の放送番組の編集等）第２項において、次のとおり規定されている。

「放送事業者は、テレビジョン放送による国内放送等の放送番組の編集に当たつては、静止し、又は移動する事物の瞬間的影像を視覚障害者に対して説明するための音声その他の音響を聴くことができる放送番組及び音声その他の音響を聴覚障害者に対して説明するための文字又は図形を見ることができる放送番組をできる限り多く設けるようにしなければならない。」

２．搬入媒体

搬入媒体については、「テレビＣＭ素材搬入基準」【2011年５月改訂版】で規定される「ファイルベースメディア」および「ＨＤＴＶカセットテープ」のうち、当該テレビ社が指定する。

３．ＣＭ素材名

字幕を重畳した場合は、原則として「ＣＭ素材名」(全角30文字)の冒頭に“【字】”と全角３文字で表示する。冒頭に表示できない場合であっても、可能な限りＣＭ素材名の前半部分に記載することとする。

また、▽ＣＭ素材のクレジット、▽ケース用カード――に専用欄を設け、「字幕付きＣＭ」である旨を必ず明示する(８ページに参考例を掲載)。
【ＣＭ素材名の例】
◇　字幕付きＣＭ素材の場合

【字】企業ＣＭ　さわやかスマイル　３０秒

企業ＣＭ　【字】さわやかスマイル　３０秒

◇　字幕付きＣＭ素材ではない場合

企業ＣＭ　さわやかスマイル　３０秒
４．ＣＭ素材の搬入

(1)
事前確認のための資料の提出

広告会社は、字幕付きＣＭ素材の搬入に先立ち、①または②のいずれかの映像資料を当該テレビ社に必ず提出する。

①
動画データ(字幕が表示されたもの、音声付き）、字幕原稿

②
絵コンテ、音声原稿、字幕原稿

また、テレビ社は事前確認の結果を必ず広告会社へ通知する。

(2)
字幕付きＣＭ素材の搬入

テレビ社の事前確認を経た上で、広告会社は字幕付きＣＭ素材をテレビ社へ搬入する。字幕付きＣＭ素材の搬入は、事前に当該テレビ社と調整のうえ、字幕なしのＣＭ素材よりも十分余裕をもって行う。

５．字幕データの重畳

(1) 字幕フォーマット

「ファイルベースメディア」に字幕を重畳する場合のフォーマットは、ARIB TR-B31「ファイルベースによる番組交換方式」で規定されるMXF ANC字幕フォーマット準拠とする。

「ＨＤＴＶカセットテープ」に字幕を重畳する場合の字幕フォーマットは、ARIB STD-B37「補助データパケット形式で伝送されるデジタル字幕データの構造と運用」で規定される字幕補助データパケット形式とする。

(2) 字幕パケットの重畳位置

字幕補助データパケットは、ARIB TR-B23「放送局間の情報伝送に使用する補助データ運用規定」で規定される字幕補助データ１、字幕補助データ２、字幕補助データ３領域に重畳する。

字幕補助データ１には「ＨＤ字幕」、字幕補助データ２には「ＳＤ字幕」、字幕補助データ３には「携帯字幕」を必ず重畳する。

なお、字幕運用を行わない場合、字幕補助データ１、字幕補助データ２、字幕補助データ３領域については、何も重畳しない。

(3) 字幕パケットの挿入ルール

ロール長すべてに、「字幕データ」が途切れずに重畳されていること。

(4) 字幕重畳のタイミング

ロール開始後１秒間は、字幕本文データの重畳を行わない。

ロール終了の１秒前までに、字幕本文データを確実に消去する。その後は字幕本文データの重畳を行わない。

ロール終了１秒前までに字幕本文データが消去されていない場合、ロール終了の１秒前からロール終了までの間、放送局設備により画面消去が行われることがある。
(5) 字幕ページ間隔

字幕ページが提示され、次の字幕のページが提示されるまでの間隔は、２秒以上とする。

６．字幕表現に関する技術的な留意事項

字幕表現に関する規格上の機能を「別表」として整理した。ＨＤ字幕により字幕制作を行い、ＳＤ字幕、携帯字幕に変換することを前提とした場合、設備・受信機上の制限などを踏まえ、以下の点に留意する。

(1) フォントサイズ

同一行では、異なるフォントサイズを用いてはならない。

同一ページにおいて異なるフォントサイズを用いる場合は、画面の上から下に向けて、大から小になるように指定する。

(2) 文字サイズ

字幕で使用できる文字サイズは、標準、中型、小型とする。小型は、ルビとしてのみ使用する。

(3) 外字（ＤＲＣＳ）

同一の字幕ページで同時に使用する外字（ＤＲＣＳ）の最大数は、５種類とする。

(4) 動作位置

ＡＰＳ(文字/行単位での指定)とＡＣＰＳ(ドット単位での指定）が、同一ページ内で混在してはならない。同一行内では、動作位置の指定はルビの場合を除き１回のみ行う。

(5) 会話文などの配置

複数名での会話を字幕で表示する場合、会話文を同一ページに配置すると、携帯字幕に変換した際に、制作意図と異なる順番に表示される可能性がある。したがって、以下の点に留意する。

1 同一ページの字幕を左右に分けて配置してはならない。

2 同一ページの字幕を上下に分けて配置する際に、行と行の間に隙間を空ける場合は、１行の半分以上の隙間を空ける。

(6) 縦書き

当面、「縦書き」の運用は行わない。

(7) ロールアップ

当面、「ロールアップ」の運用は行わない。

(8) 字幕言語

字幕言語は「日本語」とする。第二言語は、適用範囲外とする。

７．10桁ＣＭコード

映像・音声が同一のＣＭ素材であっても、字幕データを重畳した素材と、重畳していない素材が存在する場合は、それぞれ異なる10桁ＣＭコードを付番する。

さらに、字幕データを重畳した素材のうち、▽字幕補助データ領域に格納する字幕データが異なる組み合わせの場合、▽字幕テキストデータの内容・表現が異なる場合――についても、それぞれ異なる10桁ＣＭコードを付番する。

８．ファイルベースメディアにおけるＣＭ素材交換メタデータ

ファイルベースメディアで、字幕付きＣＭを搬入する場合、「ＣＭ素材交換メタデータ」の「16 ＣＭ字幕有無」には、要素「有り」、属性「1」とセットする。

９．その他

字幕付きＣＭにおいても、放送確認書発行ルール【2010年７月改訂版】に基づき放送確認書を発行する。放送確認書の「10桁ＣＭコードおよびＣＭ素材の内容」欄で、字幕付きＣＭであるかどうかを識別する。
《参考》

字幕付きＣＭに関し、参照すべき標準規格等の関連文書は次のとおりとする。

(1) ARIB STD-B24「デジタル放送におけるデータ放送符号化方式と伝送方式」 第一分冊 第３部 第１章～第８章

(2) ARIB STD-B36「デジタルテレビジョン放送におけるデジタル字幕ファイル交換フォーマット」

(3) ARIB STD-B37「補助データパケット形式で伝送されるデジタル字幕データの構造と運用」

(4) ARIB TR-B14「地上デジタルテレビジョン放送運用規定」 第一分冊(2/2)第三篇【第２部】Ａプロファイルに関する運用規定第４章

(5) ARIB TR-B14「地上デジタルテレビジョン放送運用規定」 第一分冊(2/2)第三篇【第４部】Ｃプロファイルに関する運用規定第６章

(6) ARIB TR-B23「放送局間の情報伝送に使用する補助データ運用規定」

(7) ARIB TR-B31「ファイルベースによる番組交換方式」 第５章

(8) 民放連技術規準T021「文字放送の８インチフロッピィディスクによる番組交換」

(9) 民放連技術規準T027「文字放送の3.5インチフロッピィディスクによる番組交換」

(10) 民放連技術規準T029「ＨＤＴＶカセットテープによる番組交換」

(11) 民放連技術規準T031「ファイルによるテレビ番組交換暫定規準」

以　上
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ＮＡＢ字幕－ＡＲＩＢ字幕 字幕表現に関する規格上の機能整理

民放連・字幕付きＣＭＷＧ 技術ＴＧ

	項目
	ＮＡＢ字幕
	ＡＲＩＢ規格・規定
	ＡＲＩＢ規格の解説
	備　考

	
	
	12セグ放送

(ＨＤ字幕/ＳＤ字幕)
	ワンセグ放送

(携帯字幕)
	ＨＤ字幕から

携帯字幕への変換
	

	字幕表示領域
	15.5文字×８行
	960×540(ＨＤ)

720×480(ＳＤ)
	16文字×３行

または

12文字×４行

(受信機機能)
	無視
	ＮＡＢ字幕からＨＤ字幕の変換では、620×480を使用。ＮＡＢ字幕からＳＤ字幕の変換では、620×416を使用。

	
	
	
	
	
	

	フォント

サイズ
	固定
	16、20、24、30、36
（36がデフォルト）
	固定
	フォントサイズに関係なく固定サイズに変換。
	

	文字サイズ
	標準

中型

小型
	標準

中型

小型
	標準

中型


	標準・中型は

そのまま。
	中型は、標準より字方向の大きさのみが半分の大きさの文字。小型は、標準より字方向および行方向の大きさがそれぞれ半分の大きさの文字。

中型・小型は、英数・平仮名・片仮名が使用可能。

	
	
	
	
	
	

	外字

(ＤＲＣＳ)
	標準

中型

小型
	標準

中型

小型
	標準


	中型・小型からの変換は、機器仕様による。
	携帯字幕では、規格上、同一ページに５種類まで可能。

	
	
	
	
	
	

	ルビ
	小型を使用
	小型を使用
	指定不可
	ルビは変換しない。
（削除される）
	小型文字はルビと判定される。

	
	
	
	
	
	

	字間隔
	固定
	指定可能
（４がデフォルト）
	指定不可
	無視
	フォントサイズ、文字サイズによって、指定可能な値がTR-B14で規定されている。
フォントサイズ・字間隔・行間隔がデフォルトの場合、40(w)×60(h)が１文字の表示区画となる。

	行間隔
	固定
	指定可能
（24がデフォルト）
	指定不可
	無視
	

	動作位置
	0.5文字/0.5行単位での指定(ＡＰＳ)
	１ドット単位での指定(ＡＣＰＳ)
0.5文字/0.5行単位での指定(ＡＰＳ)
	指定不可
	「スペース」もしくは「改行」に置換
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ＮＡＢ字幕－ＡＲＩＢ字幕 字幕表現に関する規格上の機能整理

	項目
	ＮＡＢ字幕
	ＡＲＩＢ規格・規定
	ＡＲＩＢ規格の解説
	備　考

	
	
	12セグ放送

(ＨＤ字幕/ＳＤ字幕)
	ワンセグ放送

(携帯字幕)
	ＨＤ字幕から

携帯字幕への変換
	

	字幕表示領域
	15.5文字×８行
	960×540(ＨＤ)

720×480(ＳＤ)
	16文字×３行

または

12文字×４行

(受信機機能)
	無視
	ＮＡＢ字幕からＨＤ字幕の変換では、620×480を使用。ＮＡＢ字幕からＳＤ字幕の変換では、620×416を使用。

	
	
	
	
	
	

	フォント

サイズ
	固定
	16、20、24、30、36
（36がデフォルト）
	固定
	フォントサイズに関係なく固定サイズに変換。
	

	文字サイズ
	標準

中型

小型
	標準

中型

小型
	標準

中型


	標準・中型は

そのまま。
	中型は、標準より字方向の大きさのみが半分の大きさの文字。小型は、標準より字方向および行方向の大きさがそれぞれ半分の大きさの文字。

中型・小型は、英数・平仮名・片仮名が使用可能。

	
	
	
	
	
	

	外字

(ＤＲＣＳ)
	標準

中型

小型
	標準

中型

小型
	標準


	中型・小型からの変換は、機器仕様による。
	携帯字幕では、規格上、同一ページに５種類まで可能。

	
	
	
	
	
	

	ルビ
	小型を使用
	小型を使用
	指定不可
	ルビは変換しない。
（削除される）
	小型文字はルビと判定される。

	
	
	
	
	
	

	字間隔
	固定
	指定可能
（４がデフォルト）
	指定不可
	無視
	フォントサイズ、文字サイズによって、指定可能な値がTR-B14で規定されている。
フォントサイズ・字間隔・行間隔がデフォルトの場合、40(w)×60(h)が１文字の表示区画となる。

	行間隔
	固定
	指定可能
（24がデフォルト）
	指定不可
	無視
	

	動作位置
	0.5文字/0.5行単位での指定(ＡＰＳ)
	１ドット単位での指定(ＡＣＰＳ)
0.5文字/0.5行単位での指定(ＡＰＳ)
	指定不可
	「スペース」もしくは「改行」に置換
	

	
	
	
	
	
	


	項目
	ＮＡＢ字幕
	ＡＲＩＢ規格・規定
	ＡＲＩＢ規格の解説
	備　考

	
	
	12セグ放送

(ＨＤ字幕/ＳＤ字幕)
	ワンセグ放送

(携帯字幕)
	ＨＤ字幕から

携帯字幕への変換
	

	表示色
	前景色
	16色
	128色

(64色は半透明)
	８色
	使用可能８色は

そのまま。
	

	
	背景色
	16色
	128色

(64色は半透明)
	指定不可
	無視
	

	
	縁取り
	指定不可
	128色

(64色は半透明)
	指定不可
	無視
	

	横書き
	対応
	対応
	対応
	対応
	

	
	
	
	
	
	

	縦書き
	指定不可
	対応
	指定不可
	機器仕様による。
	

	
	
	
	
	
	

	フラッシング
	対応
	対応
	対応
	対応
	

	
	
	
	
	
	

	スクロール
	指定不可
	対応
（横書きのみ使用可能。１行字方向スクロール）
	指定不可
	無視
	

	アンダー

ライン
	対応
	対応
	指定不可
	無視
	

	
	
	
	
	
	

	囲　み
	対応
	対応
	指定不可
	無視
	

	
	
	
	
	
	

	ロールアップ
	指定不可
	対応
（ただし、受信機の実装はオプション）
	指定不可
	無視
	１ページ１行でロールアップしながら表示する受信機機能。

	補足事項
	ＮＡＢ技術規準(現 民放連技術規準)によって規定される字幕のことを、通称「ＮＡＢ字幕」と呼ぶ。
	電波産業会(ＡＲＩＢ)において規定される字幕のことを、通称「ＡＲＩＢ字幕」と呼ぶ。


	
	「無視」：当該項目の制御を無視して変換処理を行う。
	

	
	
	
	携帯受信機における字幕機能の実装は、受信機オプションであり、必須ではない。
	


	項目
	ＮＡＢ字幕
	ＡＲＩＢ規格・規定
	ＡＲＩＢ規格の解説
	備　考

	
	
	12セグ放送

(ＨＤ字幕/ＳＤ字幕)
	ワンセグ放送

(携帯字幕)
	ＨＤ字幕から

携帯字幕への変換
	

	表示色
	前景色
	16色
	128色

(64色は半透明)
	８色
	使用可能８色は

そのまま。
	

	
	背景色
	16色
	128色

(64色は半透明)
	指定不可
	無視
	

	
	縁取り
	指定不可
	128色

(64色は半透明)
	指定不可
	無視
	

	横書き
	対応
	対応
	対応
	対応
	

	
	
	
	
	
	

	縦書き
	指定不可
	対応
	指定不可
	機器仕様による。
	

	
	
	
	
	
	

	フラッシング
	対応
	対応
	対応
	対応
	

	
	
	
	
	
	

	スクロール
	指定不可
	対応
（横書きのみ使用可能。１行字方向スクロール）
	指定不可
	無視
	

	アンダー

ライン
	対応
	対応
	指定不可
	無視
	

	
	
	
	
	
	

	囲　み
	対応
	対応
	指定不可
	無視
	

	
	
	
	
	
	

	ロールアップ
	指定不可
	対応
（ただし、受信機の実装はオプション）
	指定不可
	無視
	１ページ１行でロールアップしながら表示する受信機機能。

	補足事項
	ＮＡＢ技術規準(現 民放連技術規準)によって規定される字幕のことを、通称「ＮＡＢ字幕」と呼ぶ。
	電波産業会(ＡＲＩＢ)において規定される字幕のことを、通称「ＡＲＩＢ字幕」と呼ぶ。


	
	「無視」：当該項目の制御を無視して変換処理を行う。
	

	
	
	
	携帯受信機における字幕機能の実装は、受信機オプションであり、必須ではない。
	


参　考
◇
クレジット(例)
	素材広告主名
	
	
	

	ＣＭ素材名
	
	
	

	10桁ＣＭコード
	
	
	

	秒数
	
	
	

	音声種別
	
	ＣＭ字幕有無
	有

	任意記載事項
	

	商品名
	

	制作広告会社名
	

	制作会社名
	

	特記事項
	

	録画日
	


◇
ケース用カード(例)
	素材広告主名

ＣＭ素材名

10桁ＣＭコード
	ＣＭ素材〈搬入媒体種類〉
	
	素材広告主名
	
	
	

	
	
	
	ＣＭ素材名
	
	
	

	
	
	
	10桁ＣＭコード
	
	
	

	
	
	
	秒数
	
	
	

	
	
	
	音声種別
	
	ＣＭ字幕有無
	有

	
	
	
	任意記載事項
	

	
	
	
	商品名
	

	
	
	
	制作広告会社名
	

	
	
	
	制作会社名
	

	
	
	
	特記事項
	

	
	
	
	平均ラウドネス値
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